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留学生支援事業

　留学生を主な対象とした多言語・多文化理解ワーク

ショップを，学内外との連携を図りながら継続展開し

た。これまで同様，各講座の実践は，留学生が，一般

学生を含めた多国籍の学生や講師，地域のボランティ

アとの共修の機会を重ね，知識・感性を育くみなが

ら，日本での生活に適応できるよう支援することを目

的とした。また，すべての学生にとって多文化コミュ

ニケーション力や発信力，多文化適応力といった国際

性を伸ばすことを目指した。

　講座の実施状況とその成果は以下のとおりである。

【日本文化講座】

　全学向けワークショップの開催を継続するととも

に，本学との協定校であるケンブリッジ大学生の短

期研修プログラム，短期日本語受け入れプログラム

（NUSTEP)，全学教養科目授業の各1セッションを担

当した。また，華道講座の講師が学外で開催する華展

への参加に留学生を招待したり，ケンブリッジ大生短

期研修プログラムでは，名大茶道部の学生達に講座へ

の協力を得るなど，受講者，講座運営・実施者・協力

者が共修できる機会を設けた。日本文化に興味はある

が，講座参加ができなかった学生には，テキスト配付

や道具の貸出しにより自習ができるようにした。

　これまで複数回実施した講座について，その教材化

を実現したが，各講師達と，時代や環境，学びへのニー

ズの変化を意識し，さらに講座の質の向上，文化発信

の方法の工夫を図り，単なる日本文化体験ではなく，

習慣，社会，技術といった分野についても考察できる

内容となるよう努めた。当教材を使用することによっ

て，短期受け入れ等のプログラム，あるいは全学教養

科目の授業をより相応しい内容で展開することが可能

となった。

　また，ケンブリッジ大生短期研修プログラムでの講

座で，文化発信の実体験をした茶道部の学生達には，

留学生に部活動への参加を促すなど，更なる国際交流

への関心を高める効果もあった。

【世界の言語文化講座】

　名古屋大学イスラム文化会の学生達との協働によ

り，外部講師を招き，講演「イスラーム社会の絆と女性

の役割」の開催と，イスラム圏食文化紹介をおこなっ

た。イスラームの社会における女性の役割を中心に，

社会的な人間関係の中でのそれぞれの役割について学

ぶことができ，学内外の参加者による活発な意見交換

と新たな興味の創出の機会となった。当プログラム開

催に携わり，多文化調整力を高めた学生たちが，その

経験と知識をもって，他の文化圏の学生グループによ

るプログラムの企画や運営を支援するなど，学生同士

での新たな共修や支援を生み出す効果が見られ，今後

もそれらが期待できる。

【講座実施状況】

（トピック，講師等，実施日，参加人数，実施場所)

・�華道（八代流　岡田佳恵教授)　5/21，6/18，7/9�

（ケンブリッジ大生6名)，10/15,�11/19，12/17（各

10名)，国際棟201室

・�茶道（名古屋大学茶道部と裏千家茶道部の協力によ

る)　7/3（ケンブリッジ大生及び関係者10名)，アジ

ア法交流館　白蓮庵

・�着物（NPO法人ひとつなぎ駒　加藤かつ子理事長)　

7/18（NUSTEP 生�約30名)，CALEフォーラム

・�折り紙（折り紙国際交流　白ゆり会)　4/17，5/15，

6/19，7/17，10/23，1/22（おりがみ教室　各数名)，

国際棟ラウンジ，　11/11（全学教養科目受講生向

け)，CALEフォーラム

・�イスラーム文化と日本文化を学ぶ講演会（イスラ�

ミック・サークル・オブ・ジャパン　前野直樹氏)

12/5（約80名)，工学部 IB電子情報館015講義室
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